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広を
こ
わ
す
な
コ

一の
国
民
的
大
運
動
を

い
ヽ
Ｉ

７
月
１
日
、
自
衛
隊

の
誕
生

６０
周
年

に
合

わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、

安
倍
内
閣
は
歴
代
の
自

民
党
政
府
の
見
解
を
ひ

っ
く
り
返
し

『
集
団
的

自
衛
官
の
行
使
容
認
を

閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
で
は
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
の

「
閣
議
決
定
」

の
撤
回
を
求
め
る
声
明

を
発
表
し
ま
し
た
。

「
イ
ラ
ク
侵
略
の
よ

う
な
米
国
の
戦
争
で
、

自
衛
隊
が
戦
地
に
派
兵

さ
れ
る
Ｌ
日
本
が
攻
撃

若

者

の
人
生

を

狂
わ

せ
る

！

戦
争
か
ら

の
帰
還
米
兵

２
０
０
万
人
以
上

の
う

ち
、

６。
万
人
が
精
神
疾

患
に
。
１
日
平
均

２２
人

が

自

殺

し

て

い
ま

す

（米
政
府
統
計
）
。

集
団
的
自
衛
権

の
行

使
に
よ

っ
て
、
自
衛
隊

員

の
人
生
が
狂
わ
さ
れ

た
り
、
徴
兵
制
の
危
険

も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

オ

ス

プ

レ

イ

一
七

機

購

入

ま
た
、
欠
陥
機
と

い

わ
れ
る
ほ
ど
事
故

の
多

い
、
ア
メ
リ
カ
軍

の
新

型
輸
送
機
オ

ス
プ

レ
イ

２
機

が

１９

日
午

後

北

海
道

で
初
め
て
札
幌
市

の
丘
珠
空
港
に
飛
来
し

ま

し

た

。

１０

日

に

は

（
日
本
時
間

Ｈ
日
）
に

ワ
シ
ン
ト

ン
で
小
野
寺

防
衛
相
は
、

こ
の
オ

ス

プ

レ
イ
を
５
年
間
に
わ

た
り
ヽ

・７
機
購
入

を
決
め
て
お
り
、

陸
上
自
衛
隊
に
配

備
す
る
方
針
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま

す
。政
府
関
係
者
に

よ
る
と
オ

ス
プ

レ

イ
機
は
１
機

１
０

０
億
円
程
度
と
み

ら
れ
、
防
衛
予
算

の
増
額
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

署名
・アンケートに

一一協
力
を
お
願
じ
ま
す

日
本
共
産
党
夕
張
市

委
員
会

で
は
、
市
内
各

地
域

で
く
ま
が

い
桂
子

市
議
が
街
頭
か
ら
訴
え

る
と
と
も
に
、
総
力
を

あ
げ

て
導
ポ

ス
タ
ー

の

貼
り
だ
し
″
を
行

い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
「
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
に
反
対

す
る
署
名
用
紙
」
。
「
あ

な
た

の
声
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ

い
―
暮
ら
し
ア

ン
ケ
ー
ト
」
。
「
民
報
ゆ

う
ば
り
７
・
８
月
号
外
」

を
セ

ツ
ト
に
し
、
送
料

無
料

の
返
信
用
封
筒
と

と
も
に
全
戸
配
布
を
進

め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

署
名

の
内
容
は
次

の

通
り
で
す
。

「
海
外
で
戦
争
す
る
国
』

に
す
る
集
目
的
自
衛
権

行
使
容
認
に
反
対
し
ま
す

［請
願
趣
旨
】

安
倍
政
権
は
７
月
１

日
、
国
民
多
数
の
声
に

背
い
て
、
集

団
的
自

衛
権
行
使
容
認
を
柱

と
し
た
「
閣
議
決
定
」

を
強
行
し
ま
し
た
。

「
閣
議
決
定
」
は
、

「
憲
法
９
条
の
も
と
で

は
海
外
で
の
武
力
行

使
は
許
さ
れ
な
い
」
と

い
う
従
来
の
政
府
見

解
を
百
八
十
度
転
換

し
、
「
海
外
で
戦
争
す

る
国
人

の
道
を
ひ
ら

く
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
憲
法
改
定

に
等
し
い
大
転
換
を
、

与
党
の
密
室
協
議
を
通

じ
て
、
一
片
の
「
閣
議
決

定

」
で
強

行
す
る
な
ど

と
い
う
の
は
、
立
憲

主

義
を
根
底
か
ら
否
定
す

る
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
憲
法
９
条

を
破
壊
す
る
歴
史
的
暴

挙
に
抗
議
し
、
以

下
の

こ
と
を
求
め
ま
す
。

［請
願
事
項
】

一
、
集
目
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
「
閣
議
決
定
」

を
撤
回
す
る
こ
と
。

一
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
の
た
め
の
立
法
措
置

を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
。

一
、
日
本
国
憲
法
第
９

条
を
守
り
、
生
か
す
こ

Ｌこ
。

り

翻暮精覆電 鮮
織
驚
撃
暴
軽
こ
れ
す
標

条 |で さ
イ を ま 武 れ
ラ 壊 さ力 な
ク す に 行 く

磯
騨
轟
膠
壁
戦
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夕
張
市
議
会
と

夕
張
高
齢
者
の
会

と
の
懇
議
会

１
７
日
清
水
沢
研
修

セ
ン
タ
ー
で
市
議
会
と

高
齢
者
の
会
と
の
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
、
４
８

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

懇
談
会
は
医
療
問
題
、

再
生
計
画
、
夕
張
市
議

会
基
本
条
例
ほ
か
街
づ

く
り
計
画
、
Ｃ
Ｂ
Ｍ
、

人
口
減
少
対
策
な
ど
の

項
目
を
議
題
と
し
て
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

医
療
問
題
で
の
新
市

立
診
療
所
開
設
は
最
長

１
０
年
先
送
り
さ
れ
て

い
る
。
市
民
に
は
高
齢

者
が
多
く
少
し
で
も
早

く
安
心
で
き
る
施
設
を

作

っ
て
も
ら
い
た
い
。

議
会
は
理
事
者
任
せ
で

な
く
独
自
に
取
り
組
み

が
必
要
で
は
な
い
か
な

ど
質
問
と
要
望
が
だ
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
基
本
条

例
前
文
の

「
…
自
由
か

っ
た

つ
な
議
論
を
通
し

て
…
」
と
あ
る
が
、
今

問
題
の

「
集
目
的
自
衛

権
」
に
つ
い
て
議
員
協

議
会
で
話
し
合
わ
れ
て

い
る
の
か
と
の
質
問
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

小
説

の
な
か

の
夕
張

　

（
そ
の
３
）

夕
張
と
第

一
回
普
通
選
挙
そ
し
て

治
安
維
持
法

夕
張
で
の
第
１
回
普
通
選
挙
は

（
１
９
２
８
年
３

月
実
施
）
、
前
回
に
述
べ
た
よ
う
に
直
接
暴
力
に
よ

つ

て
妨
害
さ
れ
ま
し
た
。

１
０
２
５
年

（大
正
１
４
年
）
に
制
定
さ
れ
た
普
通
選
挙
制
も
、
参
政

権
は
男
子
の
み
に
制
限
さ
れ
、
女
性
は
完
全
に
政
治
か
ら
排
除
さ
れ
て
い

た
の
で
す
。
と
同
時
に
、
天
皇
制
国
家
権
力
は
治
安
維
持
法
を
制
定
し
、

弾
圧
と
干
渉
を
強
化
す
る
の
で
す
。

治
安
維
持
法
の
暴
圧
の
中
で
の
七
六
四
票
は
、
当
時

の
夕
張
の
男
子
人

口
二
六
、
人
九
二
人

（夕
張
市
統
計
第
二
巻
）
（有
権
者
数
は
不
明
・
推
定
一
万
人

を
超
す
＊
。
投
票
率
も
そ
う
高
く
な
い
と
推
定
）
か
ら
み
る
と
、
決
し
て
少
な
い

得
票
数
と
は
言
え
な
い
で
し
よ
う
。

こ
の
中
で
も
労
農
党
は
全
国
で
十
九
万
余
票
を
得
て
、
山
本
宣
治
な
ど

二
名
の
当
選
を
か
ち
と
り
ま
す
。

直
後
３
月
、
国
家
権
力
は
、
日
本
共
産
党
に
対
す
る
全
国
的
な
大
弾
圧

（
３

・
１
５
事
件
）
を
加
え
、
そ
し
て
６
月
、
治
安
維
持
法
は
緊
急
勅
令

に
よ

つ
て
最
高
刑
を
死
刑
に
と
変
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
時
、
国
会
で

一
人
反
対
を
表
明
し
た
山
本
宣
治
は
、
暴
漢
に
よ

つ

て
刺
殺
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
社
会
主
義
運
動
や
労
働
運
動
の
大
弾
圧
の
中
で
天
皇
制
国

家
権
力
は
、
満
州
事
変
を
起
こ
し
国
際
的
孤
立
を
深
め
、
日
中
戦
争
そ
し

て
太
平
洋
戦
争

へ
と
突

っ
走
る
の
で
す
。

＊
資
料
に
よ
る
と
、
昭
和
２
年
の
夕
張
の
炭
鉱
男
子
坑
夫
は
９
０
７
７
人
と
な

っ
て

い
ま
す
か
ら
、
有
権
者
数
は
１
万
人
超
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
↑
」
の
項
お
わ
り
）

【
前

号

の
訂

正

】
夕
張
歴
史

散

歩
⑦

は
③

と

訂

正

し
ま
す
。

くずさんの

夕張歴史散歩⑨

そ
の
中
で
労
農
党
か
ら
立
候
補
し
た
本
田
茂
晴
は
、

夕
張
で
は
七
六
四
票
を
得
て
い
ま
す
。
（北
海
道
四
区

で
の
得
票
四
三

一
九
票
）
（夕
張
市
史
に
は
、
「総
得
票
六

ガ
七
三
票
」
と
な

っ
て
い
ま
す
）

日
本

共
産

党

道

国
政

相

談

室

長

つ
ね
と

原
発
再
稼
働
の
動
き
の
裏
で

道
北
の
幌
延
町
に
は

「
核

の
ゴ

ミ
』
の
地
層
処
分
技
術
を

「
研

究
」
す
る
深
地
層
研
究

セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
道
と
幌
延
町
、

同
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
と
が
結
ん

だ

「
三
者
協
定
」

で
は
、
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
な

い
こ
と

や
研
究
終
了
後

に
坑
道
を
埋
め
戻
す

こ
と
な
ど
を
確
認
。

二
〇
〇

一
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
研
究
期
間
は

「
二
十
年
程
度
」
と
さ
れ
、

あ
と
七
年

で
す
。

と

こ
ろ
が
、

四
月
下
旬
、
同
機
構

の
野
村
茂
雄
理
事
が
幌
延
町

議
と
の
懇
談
会

で

「
二
十
年

の
制
限
を
は
ず

し
た

い
」
「
埋
め
る
と

も

っ
た
い
な

い
」
と
発
言
。
見
過
ご
せ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

紙
智

子
、
大
門
実
紀
史
両
参
院
議
員
、
真

下
紀
子
道
議
と
十
七

日
、
同
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
地
下
三
五
〇
肝
ま

で
掘
ら
れ
た
坑
道

も
視
察
し
ま
し
た
。
私
が
坑
道

に
入
る
の
は
昨
年
、
地
下
水

の
大

量
出
水
と
メ
タ

ン
ガ

ス
濃
度
上
昇

の
事
故
直
後

以
来

三
度
目
。
今

回

こ
の
現
場
も
視
察

し
ま
し
た
が
、　
一
部
が
ビ

ニ
ー

ル
シ
ー
ト
に

覆
わ
れ
、
頭
上
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
と
水
滴
が
落
ち
て
き
ま
し
た
。

清
水
和
彦
所
長
は

「
処
分
場
に
は
な
ら
な

い
」
コ
ニ
者
協
定
は
守

る
」
と
強
調
す
る

一
方
、
「
い
つ
ま
で

（
研
究
を
）
や
る
か
は
判
断

で
き
な

い
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
五
〇
〇
屑
ま

で
掘
り
研
究
す
る
計

画
を
明
言
。
前
出
の
野
村
理
事
も

四
月
、
「
長
く
研
究
所
と
し
て
位

置
付
け
て
ほ
し
い
」
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

最
終
処
分
場
を
め
ぐ

っ
て
は
、
自
民
党
調
査
会

の
議
論

で
道
東

の

「
根
釧
海
岸
地
域
」
が
候
補
地
に
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
安

全
性
が
保
障
さ
れ
な
い
地
層
処
分
は
す
べ
き

で
な

い
。
ま
し
て
や
、

「
核
の
ゴ

ミ
」
を
増
や
す
原
発
再
稼
働
は
論
外

で
す
。
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